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杉
靖
三
郎
（
す
ぎ
や
す
さ
ぶ
ろ
う
）

専
門
運
動
生
理
学
、
ス
ト
レ
ス
学
、
電
気
生
理
学
、
健
康
学
、
医
史
学

一
九
○
六
年
（
明
治
三
十
九
）
一
月
六
日
生
～
二
○
○
二
年
（
平
成
十
四
）
五
月
二
十
九
日
逝
去

出
生
大
阪
府
堺
市
に
渡
辺
元
吉
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
（
本
籍
は
鳥
取
県
と
な
っ
て
い
る
）
。

以
下
、
先
生
の
経
歴
と
事
捨

物
と
し
、
敬
称
を
省
略
す
る
）

出
生
大
阪
府
堺
市
に
渡
辺
元

主
な
学
歴
第
二
高
等
学
校
卒

一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）
ｍ

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
同

’
一
九
二
九
年
四
月
同
副
手

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
九
［

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
四
［

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
五
［

平
成
十
四
年
五
月
二
十
九
日
、
本
学
会
名
誉
会
員
で
あ
ら
れ
た
杉
靖
三
郎
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
六
歳
の
長
逝
で
あ
っ
た
。

下
、
先
生
の
経
歴
と
事
績
を
記
し
、
そ
の
業
績
の
特
徴
を
顧
み
る
こ
と
で
追
悼
の
意
を
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
（
以
下
、
故
人
を
歴
史
的
人

杉
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

九
月

四
月

五
月 四

月

同
卒

東
京
高
等
師
範
学
校
講
師
（
一
九
四
二
年
三
月
迄
）

東
京
文
理
科
大
学
講
師

東
京
帝
国
大
学
大
学
院
特
選
給
費
生

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
入
学

七
木
田
文
彦
・
瀧
澤
利
行
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一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
四
月
同
満
期
退
学

一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
十
一
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
助
手
二
九
四
一
年
二
月
迄
）

一
九
四
○
年
（
昭
和
十
五
）
七
月
十
五
日
医
学
博
士
（
東
京
帝
国
大
学
）
「
筋
負
傷
電
ノ
電
源
ノ
座
二
関
ス
ル
研
究
」

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
八
月
国
民
精
神
文
化
研
究
所
員

一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
一
月
教
学
錬
成
所
錬
成
官

一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
中
国
へ
出
張

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
）
一
月
国
民
精
神
文
化
研
究
所
嘱
託
（
同
年
十
月
迄
）

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
）
七
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
講
師
（
専
任
、
一
九
四
七
年
七
月
迄
）

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
三
月
教
職
追
放
（
一
九
五
一
年
八
月
迄
）

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
七
月
日
本
医
学
雑
誌
社
（
現
医
学
書
院
）
総
編
集
長
（
一
九
五
一
年
十
月
迄
）

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
）
五
月
東
京
教
育
大
学
特
設
教
員
養
成
部
教
授

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
二
三
月
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
教
授

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
）
九
月
欧
米
出
張
（
一
九
五
七
年
二
月
迄
）

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
三
月
定
年
退
職

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
四
月
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
四
月
専
修
大
学
教
授
（
一
九
七
六
年
三
月
迄
）

免
許
医
師
免
許
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）

受
賞
「
人
間
の
科
学
双
書
第
一
巻
人
間
の
生
態
」
で
毎
日
出
版
文
化
賞
（
昭
和
三
十
二
年
）
、
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
（
昭
和
三
十
七
年
）
、

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
（
昭
和
五
十
一
年
）
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昭
和
二
十
七
年
か
ら
日
本
医
師
会
雑
誌
編
集
委
員
長

所
属
学
会
・
団
体
日
本
医
師
会
、
日
本
生
理
学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
日
本
体
育
学
会

趣
味
旅
行
、
絵
画
、
音
楽
、
古
書
鬼
集

「
杉
靖
三
郎
著
作
選
一
、
養
生
訓
と
現
代
医
学
」
「
同
二
、
生
命
と
科
学
』
「
同
三
、
科
学
す
る
心
」
「
同
四
、
日
本
科
学
の
伝
統
』

『
同
五
、
和
蘭
医
学
事
始
」
『
科
学
と
学
道
」
『
新
説
養
生
訓
」
「
生
理
学
」
『
現
代
生
理
学
」
「
生
理
読
本
』
『
ま
ち
が
い
だ
ら
け
の
健
康
法
』

『
四
十
か
ら
の
健
康
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
健
康
」
『
現
代
の
禅
」
『
ス
ト
レ
ス
養
生
訓
」
『
完
全
な
る
夫
婦
」
「
人
間
の
生
態
」
『
健
康
の
科
学
」

「
健
康
の
総
点
検
」
『
健
康
長
寿
の
鍵
」
『
生
命
・
健
康
の
本
質
」
「
現
代
っ
子
養
生
法
」
「
夜
明
け
の
人
杉
田
玄
白
」
「
病
気
を
な
お
す
知
恵
」

「
生
活
体
」
訳
書
「
現
代
社
会
と
ス
ト
レ
ス
」
（
Ｈ
・
セ
リ
ェ
）
な
ど

杉
の
経
歴
と
事
績
は
右
の
よ
う
に
多
数
で
あ
り
、
か
つ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
と
く
に
比
較
的
早
期
か
ら
医
師
の
中
で
は
疾
患
の
診

断
・
治
療
よ
り
も
「
健
康
」
の
重
要
性
に
着
目
し
、
そ
の
意
義
を
大
衆
に
対
し
て
啓
発
し
て
い
っ
た
。
こ
の
点
の
啓
発
的
役
割
は
石
垣
純
二

と
双
壁
を
な
し
た
と
い
え
よ
う
。
医
史
学
の
事
績
と
し
て
は
、
第
一
に
は
貝
原
益
軒
『
養
生
訓
』
を
現
代
医
学
的
観
点
か
ら
再
評
価
し
た
こ

と
、
第
二
に
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
の
ス
ト
レ
ス
学
説
を
翻
訳
し
、
紹
介
し
た
こ
と
、
第
三
に
杉
田
玄
白
の
『
解
体
新
書
」
に
関
す
る
研
究
で
あ

る
。
特
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
生
理
学
上
の
専
攻
と
も
重
な
り
、
「
ス
ト
レ
ス
」
を
一
般
用
語
と
し
て
広
め
た
功
績
は
大
き
い
。

杉
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
で
第
一
高
等
学
校
長
、
文
部
大
臣
を
務
め
た
橋
田
邦
彦
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
道
元
の
思
想
に
関
し
て

造
詣
が
深
か
っ
た
。
橋
田
門
下
は
多
か
っ
た
が
、
橋
田
の
思
想
を
最
も
忠
実
に
継
承
し
た
の
は
杉
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
近
年
ま
で
、
大
衆

の
啓
発
の
た
め
の
健
康
書
や
雑
誌
に
執
筆
し
、
特
に
代
替
療
法
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
を
著
し
た
。
そ
の
経
歴
に
み
る
よ
う
に
、
戦
後
に
お

け
る
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
魁
で
も
あ
っ
た
。
な
お
兄
に
評
論
家
・
随
筆
家
の
渡
辺
紳
一
郎
を
も
ち
、
帝
京
大
学
教
授
の
杉
晴
夫
は
子
息

主
な
著
書

で
あ
る
。


